
画
家
の
ま
な
ざ
し 

 

―
館
蔵
絵
画
展
― 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

に
こ
に
こ
ラ
ウ
ン
ジ 

参
加
者
募
集 

か
わ
ら
美
術
館
小
企
画
展 
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絵
画
の
な
か
の
見
慣
れ
た
風
景
や

人
物
の
な
に
げ
な
い
表
情
に
は
っ
と

し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

画
家
は
私
た
ち
が
普
段
見
す
ご
し

て
い
る
よ
う
な
場
面
を
切
り
と
り
、

時
に
あ
り
の
ま
ま
に
、
時
に
想
像
力

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
描
い
て
み
せ
、
身

近
な
存
在
の
魅
力
を
気
づ
か
せ
て
く

れ
ま
す
。 

　
本
展
で
は
、
か
わ
ら
美
術
館
が
所

蔵
す
る
絵
画
の
う
ち
「
視
線
」
を
感

じ
る
作
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

 

対
象
を
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
た
地

主
悌
助
の
《
瓦
と
石
》、
見
る
者
を

高
み
へ
と
い
ざ
な
う
斎
藤
吾
朗
の
《
屋

根
の
上
の
記
念
撮
影
》、
心
を
見
透

か
す
よ
う
な
瞳
が
印
象
的
な
杉
本
健

吉
の
《
金
明
淑
》
な
ど
、
個
性
豊
か

な
画
家
の
ま
な
ざ
し
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
笠
井
誠
一
の
《
ポ
ン
ト
ワ

ー
ズ
》（
1
9
6
5
年
）、《
ラ
ン
プ

の
あ
る
静
物
》（
1
9
8
4
年
）
お

よ
び
八
島
正
明
の
《
残
し
て
き
た
風

景
》（
1
9
7
7
年
）
は
、
い
ず
れ

も
平
成
１８
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品

で
、
今
回
が
初
公
開
と
な
り
ま
す
。 

と
き
　
2
月
１９
日
貅
〜
3
月
２９
日
豸
 

観
覧
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

　（
観
覧
券
の
販
売
は
午
後
4
時
３０

分
ま
で
） 

観
覧
料
　
高
校
生
以
上
２００
円
、
中
学

生
以
下
無
料
 

休
館
日
　
月
曜
日
 

関
連
行
事
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」 

と
き
　
2
月
２８
日
貍
、
3
月
２２
日
豸

い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜
（
当
日
観

覧
券
が
必
要
で
す
） 

問
合
せ
先
 

　
か
わ
ら
美
術
館 

　
蕁
５２‐3
3
6
6
 

    

        ◆
気
軽
に
着
物
を
着
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
た
ま
ま
の
着
物
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に
楽
し
く

着
付
け
を
習
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

と
き
　
3
月
5
日
貅
　
午
前
１０
時
〜

午
後
１２
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
い
き
い
き
広
場
集
会
室
 

定
員
　
6
人
 

持
ち
物
　
着
物
一
式
（
詳
し
く
は
申

込
の
際
に
お
伝
え
し
ま
す
）、
補

正
用
タ
オ
ル
4
〜
5
枚
 

参
加
費
　
１００
円
 

企
画
　
浅
岡
三
千
代
氏
 

申
込
期
間
　
2
月
１７
日
貂
〜
２７
日
貊

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
４５
分
（
土
 

　
・
日
曜
日
を
除
く
） 

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

託
児
　
参
加
申
込
と
あ
わ
せ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
当
日
、
そ
の
ま
ま
着
物
姿
で
お
帰

り
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

※
着
物
、
帯
な
ど
一
部
貸
し
出
せ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

※
申
込
期
間
内
に
参
加
費
を
い
き
い

き
広
場
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
納
め

て
く
だ
さ
い
。
入
金
後
は
参
加
費

を
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
 

　
蕁
０９０

‐6
5
9
2‐1
5
7
3

 

ふ
ら
っ
と 

　
カ
レ
ッ
ジ 

　子育て中のお母さんは、みんな悩んでいます。「発達が遅れてい
るかもしれない」「他のお母さんは完璧に育児をしているのに…自
分だけうまく子育てができない」「自分の子どもだけがうまく育って
いない」など子育てに悩みは尽きません。 
　また、育児だけでなく、生活上の様々なストレス（夫婦関係･近
所とのトラブル･経済的不安）や地域や社会での孤立（話せる友人
や子どもの世話を頼める人がいない）、また母親や父親自身の育ち
方や親との関係について…こんな理由が重なって、『児童ぎゃくたい』
は起こります。 
　子育ては一人ではできません。『児童ぎゃくたい』を解決するた
めには、地域や周りの人の理解と適切な協力が絶対に必要です。 

問合せ先　保健福祉グループ蕁52-9871

1、 「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）  
　　　　　　　　　　　　　　→「通告は 義務＝権利 」  
2、 「しつけのつもり…」は言い訳　→「子どもの立場で判断」  
3、 ひとりで抱え込まない　→「あなたにできることから即実行」  
4、 親の立場より子どもの立場 　→「子どもの命が最優先」　  
5、 虐待はあなたの周りでも起こりうる →「特別なことではない」  
 

厚生労働省ホームページより 

子どもたちの成長を、優しく見守ってください。 

笠井誠一の≪ポントワーズ≫（1965年） 


